
80 No-Dig Today  No.55（2006.4）

◇特集/技術解説・□□□□■◇

　今回は，「公共工事の品質確保の促

進に関する法律」への思いを記した

い。

　この法律（品確法）は，公共工事

にまつわる建設業界の現状を憂い，

将来の社会基盤整備に危惧を抱いた

自民党議員の有志が立案したいわゆ

る議員立法で，昨年（2005年）4月1日

から施行された。全15条から成る比

較的コンパクトな法律で，さすが議

員立法だけあってか内容は格調高い。

また，読ませる法律となっている。

施行から1年が経過し，国，地方公共

団体では，これに関した具体的な動

きも見え始めた。

　社会資本は，公共工事で形成され

る。その質は公共工事の質に左右さ

れる。社会資本こそ，国民の豊かな

生活や安全の確保，環境の保全，個

性豊な地域社会の実現の基礎であり，

その良否は，現在はもとより将来の

国民の利益をも左右する。子供や孫

の世代に負の遺産は引き継げない。

だからこそ，現時点で，良質な公共

工事を求める意義が強調された。

　有志議員が憂いた建設業界の現状

はどうなっているか。公共投資が縮

減される中，価格競争が激化し，一

部には，度を越えた低価格での落札

も散見する。その延長で，下請業者

や工事労働者へのしわ寄せ，工事中

の事故の多発や手抜き工事の発生が

予見され，工事品質の低下が懸念さ

れている。厳しい財政事情の下，よ

うやく捻出した公金で契約した工事，

それが次世代の禍根となるようでは

たまらない。「非開削工事」は，それ

が“人目に触れない工事”故に，も

し欠陥でもあれば社会に及ぼす影響

は甚大である。

　この悪の連鎖を断ち切るには，ど

こをどうすればよいのか。

　品確法は，基本的には，公共工事

を求める発注者側の責務，努力規定

に重きを置いている。発注者は，ま

ず，工事の前提となる調査・設計の

適正化に努めなければならない。当

然である。単に設計が安いで，現場

条件に適合しない工法や使用機材を

押し付けられては，受注者はたまら

ない。発注者は，次に，入札参加予

定業者の工事実績や予定配置技術者

の技術的能力を適確に審査し，適切

な参加者を選定しなければならない。

さらには，参加予定者から技術提案

を求め，それを審査し，その結果と

して工事予定価格に加味することも

意図されている。

　ここまで，発注者側の対応が着実，

綿密になるなら，それだけで現状の

公共工事受注の世界は根底から様変

わりする。まず，技術的能力を備え

ない業者の丸投げや，ペーパー，ダ

ミー業者の介入は，一切，公共工事

から排除されるはずだ。これだけで

も，ダンピング受注の泥沼から半歩

抜け出せる。それからは，求められ

た技術と予定価格の範囲で，技術的

能力と経済性の競争により受注者が

決まる。これが，どの社会でも当た

り前，自由市場経済の秩序ではない

のか。

　では，受注者側の建設業者は何を

しなければならないか。これも当然，

受注工事を適正に施工するに足る技

術的能力の向上に努めることだ。

　公共工事に係る発注者，受注者が，

当たり前の世界に戻れるよう，その

原点を示したのが，今回の品確法だ

と思えばよい。法では，多くを発注

者側に求めているが，この精神，風

土を社会に根付かせるのは，本来，

公共工事の主役たる建設業界の使命

だ。今回の崇高な品確法を社会で実

働させるか，額縁にしまうか。まさ

に，これからの建設業界の対応如何

に懸かっている。

　公共工事の品確法は，建設業界に

品格を求めたと言えよう。
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